



































































































































































2008 年２月 11 日，キングストン大学にて。左端が毒島先生，隣が筆者，
右から 3 人目が SBRC 所長の R.Blackburn 教授，２人目が江戸川区職員
柴崎和重氏，右端が現 CUC サポート金子章一氏
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の高さである。この時はロンドンのATCM（Association of Town Centre Management）や
ロンドン近郊やポーツマスの市役所等を訪問して情報交換を行ったのであるが，イギリス人
との英語での会話にはほとんど困らないようなレベルであったので，驚いた。今となっては
日頃の努力の成果が現れたのではないかと推察するほかはないが，日本にいて外国人とのコ
ミュニケーション能力を高めるには，かなりのご努力があったのではないかと思われる。
毒島先生のお人柄で思い出すのは，懇切丁寧，礼儀正しさ，思いやりということにつき
る。先生がお亡くなりになった後，2014年12月6日に千葉商科大学瑞穂会館で「毒島先生
を偲ぶ会」を行ったが，この時学生，卒業生，商店街関係者，教職員など100人近い人が集
まり，先生のお人柄を慕う声が多く寄せられた。このことからも先生が人間としていかに
すばらしい方であったかということが窺われる。
偲ぶ会が終わり，国府台駅で1人イスに座って電車を待っている時，ふと下りホームと
上りホームの屋根の間に見える空に目をやると，そこにフーッと毒島先生のお顔が見え
て，「ありがとう」と言ってくれたような気がした。その時，本当に優しい先生なんだなと
思い，先生を失ったことの大きさが深く心に浸みたのである。
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毒島龍一先生を追悼する
 小　川　雅　人
2014年9月15日，毒島先生の訃報を耳にした。暫くの絶句であった。体調がよくないこ
とは以前から承知していたし，その覚悟もできていたはずであった。しかし，茫然自失の
状態でその時のことはよく覚えていない。
毒島先生とはお互い大学教員になる前からのおつきあいである。毒島先生は1985年中
小企業事業団（現中小企業基盤整備機構）に入社された。その後千葉短大に移られ，千葉商
科大学教授を歴任された。
毒島先生が中小企業事業団に勤務されていたころは，中小企業の高度化事業や中小企業
大学校での研修・研究を担当された。筆者も当時東京都商工指導所で中小企業振興の役割
を担っていた。共通する業務を担当していたことをきっかけに毒島先生との親交が始まっ
た。毒島先生が先に大学に移られた後も研究を共にし，共著で書籍を5冊刊行した。特に
毒島先生と福田敦先生（関東学院大学）と筆者の共著である『現代の商店街活性化戦略』は
2005年度（財）商工総合研究所の中小企業研究奨励賞を受賞した。
毒島先生は中小企業事業団の中小企業大学校で中小企業診断士を養成する業務にも関与
され，後に千葉商科大学大学院の中小企業診断士養成課程の開設・運営にもご尽力された。
毒島先生のお人柄は，物静かで温厚な紳士であったことは否定する人はいないであろ
う。大学での毒島先生を偲ぶ会に，毒島先生のゼミ生だけでなく，卒業生も駆けつけ，特に
ゼミ生は2，3，4年生のほぼ全員出席し，先生に哀悼の意を表した。如何に学生に慕われて
いたかを改めて納得できた。特にゼミではフィールドワークを重視し，商店街のイベント
やまちづくりの集会などにも学生と共に大変よく参加された。学生がフィールドワークの
経験を重ねることで成長していく姿をご自分の大きな喜びとしていたに違いない。
毒島先生の対外的活動は特に商店街との関わりが多い。研究の一環としても商店街や地
域の経営者等の集まりにも時間の許す限り参加し，情報収集・専門知識を提供し，強い信
頼関係を築かれた。特に墨田区橘銀座商店街の大和和道氏（千葉商科大学大学院客員教授）
を中心とした昭和28年生まれを共通にした固い絆の集まりにも関与された（毒島先生は正
確には昭和29年生まれであるが，メンバーに加わったのも毒島先生を敬愛する人たちの希
望である）。この集まりは地域活動の推進の母体となっている。メンバーは墨田区の幹部職
員，上場企業の常務等各分野で第一線にいる人たちである。また，他にも中小企業診断士，
経営者，様々な分野の専門家などで構成する定例の研究会の立ち上げにも関与され，大学
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教員としての役割を果たされた。このような学外のネットワークを持つことで研究や教育
さらには，大学のアクティブラーニングなど外部連携推進に大きな功績をあげられた。
毒島先生は語学が堪能で海外の研究にも尽力された。数多く海外に出かけられ，研究を
進めておられたことはよく聞いていた。その研究も道半ばでさぞ残念なことであったと思
う。毒島先生の研究を凌駕することはできないとしても，研究分野が近い数多くの研究者
とともに少しでも引き継いでいかねばならないであろう。残された共同研究者の1人とし
て静かに誓う。
 合掌
